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単位

平和意識の高揚

・毎年5月5日に行われる「はびきの市民フェスティバル」の会場内において『羽曳野市平和展＆人権展』を開催し
ている。
・羽曳野市ゲートボール協会と連携し『平和ゲートボール大会』を実施している。
・外国や地域が核実験を行ったときには、その抗議文を送付している。

19年度

直営

外郭団体委託

財
源
内
訳

職
員
数

（千円）

超過勤務(参考)

(手数料・使用料等)

（千円）一般財源

総事業費（【1】＋【2】）【A】

（千円）

20 年度 事務事業評価シート平成
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事業費【1】

正規職員　　　　　　　

全部委託

0.00

（実績）

0.00（時間）

再任用職員

嘱託職員

臨時職員

委託内容

その他(　　　　　　　）一部委託

名称

2

18年度 19年度

1,011 988
20年度(目標)

2

1,015

根拠法令等

事
業
の
内
容

日本国憲法・羽曳野市非核平和都市宣言

成
果
指
標

（

事
業
目
的
の
達
成
度
を
測
る
指
標
）

①

②

指標名

平和展への参加者数（人）

平和ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会参加者数
（人）

平成20年度

達成率(％)

125.0%

100.0%

144

250

平成19年度

144

144

200

250

達成率(％)

平和推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1053

市民人権部人権推進課

予
算
科
目

一　般　会　計　　　　　　　　　　　

総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総務管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市民協働費

事業

会計

多くの市民に平和の尊さ、戦争の悲惨さを訴え伝えていくことにより、平和への願いの高揚を図る。

関連する計画等

事
業
の
目
的

市民

連絡先 072‐958‐1111　 内線

対象（誰を・何を）

意図（どういう状態にしたいのか）

事務事業名

施策の方向

施策(節)

総
合
基
本
計
画

平和意識・人権尊重

4 魅力ある地域社会を拓く活力あるまち
まちづくり
の目標(章)

平和推進事業
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平成18年度

200

300

144

実
績

目
標

目
標

実
績

款

作成部署

項

目

どれだけ多くの市民に平
和の尊さについて考えて
もらうことができたか

平和メッセージを含む開
催趣旨にどれだけの人が
賛同したかチーム数×６人
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988

505,500

1,011
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市民１人当たりコスト(【A】／人口)

啓発イベント回数

活動単位当たりコスト(【A】／【B】①)

回

事業開始時から
の状況変化

市民や議会の要
望

人件費【2】 （千円）

区　　　　　　分

実施手法

民間委託
委託先

（千円）

終了年度事業開始時期

18年度 20年度
（見込み）（実績）

補助金・助成金

（千円）その他

（千円）

（千円）府費

国費　　　　　　　

市債 成果指標①

0
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250
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350

18 19 20（目標）

活動単位当たりコスト

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

18 19 20(見込み）


